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   2026年９月14日 

各 位    

  会 社 名 株 式 会 社 Ｐ Ｏ Ｐ Ｅ Ｒ 

  代 表 者 名 代 表 取 締 役  栗 原  慎 吾 

   （コード：5134 東証グロース） 

  問 合 せ 先 取 締 役 C F O  姚  志 鵬 

   （TEL．03-6265-0951） 

 

 

2026年10月期 第３四半期決算説明会 質疑応答要旨の公開のお知らせ 

 

当社は、2026年９月11日、オンラインツールを用いたライブ配信にて、投資家・アナリスト向けに

2026年10月期 第３四半期決算説明会を開催いたしました。投資家の皆様にタイムリーに情報を開示

するべく、質疑応答要旨を本リリースにテキストにて公開いたします。なお、本資料の記載内容は、

第３四半期決算説明会での質疑応答をそのまま書き起こしたものではなく、ご理解いただきやすいよ

うに一部加筆修正を行っております。あらかじめご了承ください。 

 

 

【2026年10月期 第３四半期決算 ご参考資料】 

 

▼▼第３四半期決算短信はこちらからご確認いただけます▼▼ 

https://ssl4.eir-parts.net/doc/5134/tdnet/2883801/00.pdf 

 

▼▼第３四半期決算説明資料はこちらからご確認いただけます▼▼ 

https://ssl4.eir-parts.net/doc/5134/tdnet/2883803/00.pdf 

 

 

 

 

 

 

概要  

【企業名】 株式会社ＰＯＰＥＲ 

【証券コード】 5134（東京証券取引所グロース市場） 

【イベント名】 2026年10月期 第３四半期決算説明会＜機関投資家及びアナリスト向け＞ 

【決算期】 2026年10月期（第12期） 

【開催日時】 2026年９月11日（金）16:00～16:30 

【登壇者】 ２名 

 代表取締役 栗原 慎吾 

 取締役CFO 姚  志鵬 
  

https://ssl4.eir-parts.net/doc/5134/tdnet/2883801/00.pdf
https://ssl4.eir-parts.net/doc/5134/tdnet/2883803/00.pdf
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【質疑応答要旨】 

 

Ｑ１：第３四半期において、営業利益の進捗率は80.1%、四半期純利益の進捗率は97.1%と高水準で

推移する一方、通期業績予想を据え置いた背景と、第４四半期における費用発生や未達リス

クについての見解を教えてください。 

Ａ１：当期は、当社にとって構造改革に取り組む1年と位置づけております。この構造改革を推進

するため、将来の高収益化に向けたシステム基盤の強化や、新規事業等に向けた専門人材の

採用といった各種成長投資について、計画的な費用執行を進めてまいりました。 

第３四半期時点での利益の進捗率は、これらの成長投資にかかる費用執行の時期が第４四半

期に集中していることによる一過性のものであります。そのため、現時点での通期業績予想

は据え置いております。 

第４四半期におきましても、計画している成長投資を推進してまいりますが、投資対効果

（ROI）を厳格に見極めながら規律ある事業運営と費用コントロールを徹底し、適切に事業

を実行してまいります。 

Ｑ２：当期は受託開発の抑制と先行投資による調整局面と位置づけられていますが、これらの投資

の成果が顕在化し、来期以降の収益性の見通しについてどのように考えていますか。 

Ａ２：当期は構造改革の１年であり、従来の労働集約的な個別受託開発から、SaaSプロダクト

（「Comiru」）や決済機能（「ComiruPay」）を中心とした高効率で拡張性の高いストック

収益モデルへのシフトを進めております。 

受託開発の抑制につきましては、過去に契約したプロジェクトの売上計上タイミング等の関

係から、当期のみならず来期（2027年10月期）の売上にも一部影響が残る点や、SaaSプロダ

クトや「ComiruPay」等への構造シフトが収益として本格的に寄与するまでには一定の時間

（タイムラグ）を要すると認識しております。 

したがって、来期時点で直ちに収益性の見通しが大幅に拡大・変化するというよりは、中長

期的な視点に立ち、フリーキャッシュフローの創出能力が改善していくよう、腰を据えて構

造改革を完遂させる方針であります。目先の規模拡大を追うのではなく、持続可能で強固な

収益基盤の確立を目指してまいります。 

 

以 上 
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【質疑応答要旨に関する注意事項】 

本資料で記述している内容は、決算説明会の質疑をもとに要約した当社の見解であり、その情報

の正確性、完全性を保証するものではなく、今後変更される可能性があります。また、将来の見

通しに関する記述は、将来の結果や業績を保証するものではありません。このような将来予想に

関する記述には、既知および未知のリスクや不確実性が含まれており、その結果、将来の実際の

業績や財務状況は、将来予想に関する記述によって明示的または黙示的に示された将来の業績や

結果の予測とは大きく異なる可能性があります。これらの記述に記載された結果と大きく異なる

可能性のある要因には、国内および国際的な経済状況の変化や、当社が事業を展開する業界の動

向などが含まれますが、これらに限定されるものではありません。本資料は、情報提供のみを目

的として作成しております。また、日本、米国、その他の地域における有価証券の販売の勧誘や

購入の勧誘を目的としたものではありません。 

 

※決算の内容に関するご質問につきましては、下記の問い合わせ先にて頂戴いたします。 

 また、ご希望の会社様には、個別取材も承りますので、下記の問い合わせ先までご連絡ください。 

 

▼▼お問い合わせ先▼▼ 

会社名        ： 株式会社ＰＯＰＥＲ 

部署名        ： 経営管理グループ ＩＲ担当 

お問い合わせフォーム ： https://poper.co/contact 

https://poper.co/contact

